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臨海・臨湖実験所とは臨海・臨湖実験所とは

旧国立大学理学部に付属
する臨海臨湖実験所は21
カ所

設立当時から、他大学の
臨海実習や研究者を受け
入れてきた
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臨海実験施設の位置臨海実験施設の位置

金沢大学理工学域
能登海洋水産センター



教職員・学生教職員・学生

教員 4名

教授 1名、 准教授 2名、 特任助教 1名

職員 3名

技術専門職員 1名、 技術補佐員 1名、 事務補佐員 1名

学生 9名

博士後期課程 2名、 博士前期課程 4名、 学部4年生 3名（東京理科大1名）
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臨海実験施設臨海実験施設

2012年から教育関係共同利
用拠点

2016年から共同利用・共同研

究拠点（環日本海域環境研究
センター）
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利用者数の変動利用者数の変動
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臨海実験施設の技術職員の業務臨海実験施設の技術職員の業務

施設・設備の維持管理業務

教育拠点の業務

研究拠点の業務
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施設・設備の維持管理施設・設備の維持管理

宿泊棟

駐車場
調査棟

研究棟

実験棟

船舶と浮桟橋

ビオトープ

施設の見回り、施錠確認、電
話・郵便物対応、掲示物作成、
外来者対応、掃除・片付け、草
刈り、樹木剪定、除雪、施設部
対応、工事・保守点検業者対
応、設備検査対応、各種許可
申請、Webサイト管理、所属学

生の生活支援、船舶整備、海
水供給系統管理（配管清掃・
交換、ポンプ切り替え）
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教育拠点の業務教育拠点の業務

自大学実習3つ、応募型の実習5つ、高等
学校の臨海実習5つにおいて、実習準備、

野外活動安全管理、乗船実習、撮影、
Webサイトへの掲載

自大学実習3つ、応募型の実習5つ、高等
学校の臨海実習5つにおいて、実習準備、

野外活動安全管理、乗船実習、撮影、
Webサイトへの掲載

磯採集での安全管理

スノーケリング指導

乗船実習
夜間灯火採集



研究拠点の業務研究拠点の業務
期間 活動内容

4月～3月 環日本海域環境研究センターの依頼を受け、毎月1回、島根大学

隠岐臨海実験所と新潟大学佐渡臨海実験所との海水と環境
DNAの同時サンプリング、海洋観測を継続した。臨海実験施設

前及び能登海洋水産センター前で行っている毎時観測のため、
定期的にロガー交換・データ回収を行い、観測データを環日本海
域環境研究センターのデータベースサイト及び臨海実験施設
Webサイトへアップロードして公開した。

4月12日、5月29日、6月7、
19、26日、7月10日、8月3、
18日、9月4、20、25、26日、
10月18、20、23日、12月18
日

環日本海域環境研究センターの豊田賢治特任助教の依頼を受
け、潜水技術指導、潜水調査の安全管理、船舶を用いて流れ藻、
クラゲ類、底生生物の採集を行った。

4月13日、7月4日 環日本海域環境研究センターの松中哲也助教の依頼により船舶
を用いてサンプリングの補助を行った。

4月18日～25日、3月4～8日 環日本海域環境研究センター臨海実験施設の関口俊男准教授
からの依頼を受け、ヌタウナギの採集を行い、提供した

6月6日、11月6日、1月18日、
2月19日、3月14日

理工研究域物質化学系の眞塩麻彩実准教授の依頼により、船
舶を用いた海水サンプリングの補助を行った。

7月5日、8月18、21、25日、9
月1、15日、10月2～5日、11
月2、20、21日

理工研究域地球社会基盤学系のジェンキンズロバート准教授・
研究室学生の潜水調査・サンプリングにおいて、潜水技術の指導、
サンプリング補助、安全管理を行った。これらの成果は修士論文
で発表された。

9月25～27日、10月2日 環日本海域環境研究センターの鈴木信雄教授の依頼により学生
の潜水訓練を実施して、その後に生物採集を行った。

12月22日 環日本海域環境研究センターの本田匡人助教の依頼によりフナ
ムシを採集して提供した。

1月11、22、23日、2月16～
18日、3月12、18日

理工研究域地球社会基盤学系のジェンキンズロバート准教授、
佐川拓也准教授の依頼により、能登半島地震の影響を調査する
ため、船舶による海底コアサンプルの採取、潜水による海底調査
に協力した。

2月2日、3月5日 環日本海域環境研究センターの本田匡人助教の依頼により、船
舶を用いた海底堆積物サンプリングに協力した。

期間 活動内容

4月27～29日、5月22～23日、
6月13～16日、7月12～14日、
8月8、9日、9月20、21日、2月
1、7、14日、3月6、13，19、27
日

北里大学の三宅裕志准教授とその学生からの依頼により、クラゲを
採集して発送や固定を行った。来所時には操船及びスクーバ潜水
にてクラゲのサンプリングに協力した。能登半島地震以後は、プラン
クトンへの影響を調べるために毎週日没時にサンプリングを行った。

5月8、10、25～26日 日本大学の糸井史朗教授からの依頼により、繁殖期のオオツノヒラ
ムシを採集して生かしたまま発送した。これらの成果が論文に掲載
された（Fisheries Science、2024.1、共著）。

5月13日 長崎大学水産学部の筒井英人特任研究員の依頼で海水をサンプリ
ングし提供した。

5月18日 九州大学大学院の大嶋雄治特任名誉教授からの依頼でフナムシを
採集して提供した。

7月6日 千葉大学の宮本浩邦客員教授の依頼を受け、アマモを採集して提
供した。

9月4～7日 北海道大学大学院理学院修士学生の依頼により、スキューバ潜水
によるギボシムシ採集に同行し、採集を行った。

10月6日 富山大学学術研究部の佐野晋一教授の依頼により、船舶を用いた
海底探査と水中ドローン調査に協力した。

11月21日 東京工業大学生命理工学院の田守正樹助教の依頼により、マナマ
コを採集して提供した。

12月26日 国立科学博物館の小松浩典研究員の依頼により、ギボシムシを採
集して提供した。

12月19日、2月13日 群馬大学食健康科学教育研究センターの鈴木美和助教の依頼に
より、船舶を用いて九十九湾内の海底堆積物を採取し、提供した。

3月6日 島根大学の吉田真明准教授、東北大学の近藤倫生教授、信州大
学の田中健太准教授らの研究プロジェクトANEMONEの一環とし
て、能登半島地震による海洋生物への影響調査のため環境DNA

のサンプリングを行った。

3月12、13日 お茶の水女子大学の宇田川澄生特任助教の依頼により潜水してマ
ナマコを採集して提供した。

3月12、15日 名古屋港水族館からの依頼により、マナマコを採集して提供した。

3月15日 葛西臨海水族園からの依頼により海藻とヒトデを採集して提供した。



潜水技術潜水技術







船舶を用いた技術船舶を用いた技術



飼育設備 プラスティネーション標本飼育設備 プラスティネーション標本



マシコヒゲムシマシコヒゲムシ

世界でも珍しい変わった動物

世界で最も浅い生息地

世界で最もヒゲムシ研究に適した立地

世界でも珍しい変わった動物

世界で最も浅い生息地

世界で最もヒゲムシ研究に適した立地



心がけていること心がけていること

臨海実験施設を盛り上げたい

利用者しやすい施設に

技術・提供サービスの質の向上

臨海実験施設を盛り上げたい

利用者しやすい施設に

技術・提供サービスの質の向上



国立大学法人臨海・臨湖実験所・センター
技術職員研修会議

国立大学法人臨海・臨湖実験所・センター
技術職員研修会議

1974年から毎年1回開催

新しい施設や船の情報、施設と設備の管理状況、

潜水や操船作業の安全管理、必要な資格や許可申請、

生物や採集・調査技術などの発表

機関誌「臨海・臨湖」の発行

1974年から毎年1回開催

新しい施設や船の情報、施設と設備の管理状況、

潜水や操船作業の安全管理、必要な資格や許可申請、

生物や採集・調査技術などの発表

機関誌「臨海・臨湖」の発行



ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。

がんばろう能登！
がんばろう石川！
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